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LIFE　LIGHT　LOVE

最
近
、
イ
ン
ド
か
ら
広

が
っ
た
と
さ
れ
る
変
異
型

の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
イ

ン
ド
で
ワ
ク
チ
ン
が
枯
渇

し
て
い
る
な
ど
、
イ
ン
ド

に
関
わ
る
ニ
ュ
ー
ス
が
多

い
。
イ
ン
ド
と
聞
く
と
私

は
小
学
生
の
時
に
一
度
お

目
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
丹
野
清
翁
の
こ
と
を
想

起
す
る
。
以
下
は
翁
よ
り

送
ら
れ
た
小
論
文
を
基

に
再
考
し
て
み
た
。

丹
野
清
は
、
一
八
七
五

（
明
治
八
）年
十
一
月
三
日
、

旧
仙
台
藩
士
中
級
武
士
で

後
に
警
察
官
と
な
っ
た
丹

十
月
五
日
、
仙
台
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に

お
い
て
、
第
七
回
Ｔ
Ｇ
交
流
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
二
年
ぶ
り

と
な
っ
た
が
、ゴ
ル
フ
日
和
の
中
、百
九
名
が

参
加
し
た
。

野
清
貞
の
長
男
と
し
て
、

仙
台
市
北
七
番
丁
（
現
在

の
東
北
大
学
病
院
付
近
）

で
生
ま
れ
た
。
母
親
は
ガ

ン
で
二
歳
の
時
に
急
逝
し

た
。
清
は
幼
少
の
頃
よ
り

体
が
弱
く
、
木
町
高
等
小

学
校
に
進
む
が
一
年
で
退

学
、
自
宅
で
独
学
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
姻
戚
関
係

に
あ
っ
た
山
梨
勝
之
進

（
後
に
海
軍
大
将
、
学
習

院
院
長
）
と
の
交
流
が
幼

少
期
の
清
を
支
え
た
。

青
年
期
に
は
、
偶
然
に

出
会
っ
た
旧
制
二
高
教
授

粟
野
健
次
郎
に
教
え
を
乞

今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
を
考

慮
し
、
三
密
を
避
け
る
た

め
に
プ
レ
ー
後
の
表
彰
式

は
行
わ
ず
、
プ
レ
ー
の
形

式
も
九
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ
ー
の
ハ
ー
フ
コ
ン

ペ
と
し
た
。

い
「
わ
が
師
」
と
仰
い
だ
。

清
は
キ
リ
ス
ト
教
会
に
も

通
い
、
東
北
学
院
の
創
立

者
で
あ
る
押
川
方
義
の
説

教
に
感
銘
し
、
明
治
時
代

に
あ
っ
て
近
代
日
本
の
有

様
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
こ

の
時
に
イ
ン
ド
史
に
も
強

く
惹
か
れ
、
イ
ン
ド
国
民

が
大
英
帝
国
の
支
配
下
に

あ
り
、
圧
政
に
苦
し
ん
で

い
る
こ
と
に
心
を
痛
め
、

こ
れ
に
関
連
し
て
仙
台
に

「
イ
ン
ド
研
究
会
」
を
創

立
し
て
い
る
。
他
方
、
か

ね
て
よ
り
林
子
平
の
事
跡

に
関
心
を
寄
せ
、
し
ば
し

ば
龍
雲
院
（
青
葉
区
）
に

出
向
き
、
林
の
墓
域
や
建

屋
の
改
修
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
「
か
ら
す
組
」
で

有
名
な
細
谷
十
太
夫
の

顕
彰
碑
建
立
の
発
起
人
と

な
っ
て
い
る
。
細
谷
も
ま

た
林
を
尊
崇
し
て
い
た
。

二
十
六
歳
の
時
、
宮
城

郡
塩
釜
町
（
現
在
の
塩
竈

市
）
に
住
ん
で
い
た
小
野

潤
治
の
次
女
か
ね
と
結
婚

し
、
翌
年
に
長
男
の
泰
が

出
生
し
た
。
一
九
〇
二
年

◆
ハ
ー
フ
コ
ン
ペ

▪
ア
ウ
ト
コ
ー
ス

　
優
勝
　
髙
橋
　
公
晴

　
２
位
　
菅
原
　
憲
美

　
３
位
　
佐
藤
　
克
徳

主
な
成
績（
敬
称
略
）

▪
イ
ン
コ
ー
ス

　
優
勝
　
森
山
　
　
博

　
２
位
　
髙
橋
　
　
渡

　
３
位
　
千
田
　
光
彦

◆
18
ホ
ー
ル
通
算
の

　
　
　
　
　
総
合
成
績

　
優
勝
　
氏
家
　
良
典

　
２
位
　
大
友
　
富
雄

　
３
位
　
佐
藤
　
剛
弘

◆
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
ス
コ
ア
ー

　
大
友
　
富
雄

　
７０
（
３４
・
３６
）

◆
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

　
八
月
朔
日
　
清
高

※
二
〇
二
二
年
度
は

　
　
十
月
四
日

（火）
開
催
予
定

〈
大
会
実
行
委
員
会
〉

に
は
「
日
印
倶
楽
部
」
を

設
立
し
、
内
村
鑑
三
ほ
か

十
六
名
が
発
起
人
に
名
を

連
ね
て
い
る
。
ま
た
、
ガ

ン
ジ
ー
の
思
想
に
共
鳴
し

「
印
度
観
」
を
出
版
、「
ガ

ン
ジ
ー
協
会
」
も
設
立
し

て
い
る
。
清
の
交
流
は
、

イ
ン
ド
民
族
独
立
運
動
家

ラ
ス
・
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー
ス

や
彼
を
支
援
し
た
印
度
カ

リ
ー
店
「
中
村
屋
」
の
相

馬
愛
蔵
・
黒
光
夫
妻
、
イ

ン
ド
問
題
の
専
門
家
と

な
っ
て
い
た
大
川
周
明
、

総
理
大
臣
の
斎
藤
実
や
犬

養
毅
な
ど
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
い
る
。

一
九
四
七
（
昭
和
二
十

二
）
年
八
月
十
五
日
、
遂

に
「
印
度
独
立
」
が
達
成

さ
れ
た
。
一
九
五
七
（
昭

和
三
十
二
）
年
十
月
八
日
、

来
日
し
て
い
た
イ
ン
ド
の

ネ
ル
ー
首
相
の
招
聘
に
よ

る
イ
ン
ド
独
立
十
周
年

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
た
。
こ
の

こ
と
は
各
種
報
道
で
こ
れ

ま
で
の
経
緯
と
と
も
に
取

り
上
げ
ら
れ
、
清
の
業
績

が
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
時
清
は
八

十
三
歳
で
、
積
年
の
本
懐

成
就
の
感
激
に
満
た
さ
れ

た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

清
は
四
十
代
半
ば
ご
ろ

か
ら
、
長
男
泰
の
居
宅
が

あ
っ
た
宇
都
宮
に
住
み
、

こ
こ
を
拠
点
に
著
述
や
講

演
会
活
動
に
専
念
し
て
い

る
。
亡
く
な
る
ま
で
の
人

生
の
後
半
を
過
ご
し
た
こ

と
も
あ
り
、
同
地
に
は
清

ゆ
か
り
の
場
所
が
多
い
。

そ
の
一
つ
、
常
念
寺
に
は
彼

が
建
立
し
た
「
印
度
独
立
」

の
碑
が
あ
り
、
裏
面
に
は

「
印
度
独
立
提
唱
者
丹
野

清
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
清

自
身
も
こ
の
地
に
眠
っ
て

お
り
、
そ
の
墓
に
は
「
清

照
院
丹
誉
印
度
居
士
丹
野

清
八
十
八
才
」
と
戒
名
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
蒲

生
神
社
に
は
、
彼
の
死
後

そ
の
功
績
を
称
え
て
「
印

度
独
立
主
唱
者
丹
野
清
翁

之
碑
」
が
建
立
さ
れ
、
碑
文

に
は
山
梨
勝
之
進
の
賛
辞

が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

一
度
、
常
念
寺
に
あ
る
丹

野
清
の
墓
を
訪
れ
た
こ
と

が
あ
る
。
清
の
体
内
を
貫

く
思
想
は
著
書
「
世
界
平

和
論
」
に
集
約
さ
れ
て
お

り
、
世
界
平
和
の
た
め
日

本
の
進
む
べ
き
道
は
、
戦

争
放
棄
と
「
窮
状
に
あ
る

国
々
を
助
け
る
た
め
、
そ

の
先
陣
を
切
る
べ
き
」
と

諭
し
て
い
る
。
根
底
に
は
、

青
年
期
に
出
合
っ
た
キ
リ

ス
ト
教
へ
の
敬
愛
、
仏
教

へ
の
関
心
な
ど
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
、
そ
の
後
の
イ

ン
ド
と
日
本
を
結
ぶ
絆
が

こ
こ
仙
台
か
ら
生
ま
れ
た

こ
と
は
称
賛
に
値
す
る
。

現
在
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
惨

状
を
解
決
す
る
一
方
策
と

し
て
、「
ガ
ン
ジ
ー
の
無
抵

抗
主
義
」
も
参
考
に
な
る

と
考
え
る
。

十
一
月
二
十
三
日
十
一

時
三
十
分
よ
り
、
東
北
学

院
同
窓
会
近
畿
支
部
（
Ｔ

Ｇ
青
葉
親
睦
会
）
総
会
・

懇
親
会
を
神
戸
市
の
「
神

戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
」
で
開

催
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た

中
、
十
一
月
半
ば
は
小
康

状
態
で
、
二
年
ぶ
り
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

学
校
が
二
〇
二
二
年
四
月

か
ら
男
女
共
学
に
な
る

こ
と
や
二
〇
二
三
年
四
月

に
「
五
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
」

が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

な
ど
の
お
話
し
が
あ
り
、

発
展
し
て
い
く
母
校
を

誇
り
に
思
い
、
感
慨
を
新

た
に
し
た
。

そ
の
後
、
讃
美
歌
五
四

一
番
を
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
伴

奏
で
斉
唱
し
、
キ
リ
ス
ト

教
学
科
を
卒
業
し
た
聖
書

教
師
の
菅
野
正
夫
氏
に
開

会
の
お
祈
り
を
し
て
い
た

だ
い
た
。

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り

支
部
長
・
相
談
役
を
務
め
、

現
在
の
近
畿
支
部
を
形

づ
く
ら
れ
た
針
生
壽
則
氏

が
相
談
役
を
勇
退
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
花
束
贈
呈

を
行
っ
た
。
総
会
の
会
計

報
告
、
会
計
監
査
報
告
で

は
、
二
年
前
（
令
和
元
年
）

の
報
告
が
あ
り
、
事
務
局

か
ら
は
、
令
和
二
年
一
月

の
「
新
年
会
」
と
三
月
の

「
お
花
見
の
会
」
以
降
、

コ
ロ
ナ
の
ま
ん
延
で
行
事

が
行
え
な
か
っ
た
こ
と
を

報
告
し
、
全
て
が
承
認
さ

れ
た
。

総
会
後
、
眞
方
忠
道
氏

に
よ
る
乾
杯
の
発
声
で

懇
親
会
に
移
行
し
、
自
己

紹
介
で
は
「
念
願
叶
っ
て

よ
う
や
く
参
加
で
き
ま

し
た
」
と
い
う
初
参
加
会

員
の
ス
ピ
ー
チ
や
、
会
員

そ
れ
ぞ
れ
の
二
年
間
の
報

告
も
あ
り
、
感
慨
深
い
も

の
と
な
っ
た
。
ま
た
、
近

畿
支
部
設
立
百
周
年
の

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
は
、

い
つ
も
参
加
し
て
い
る
女

性
メ
ン
バ
ー
が
欠
席
だ
っ

た
た
め
、
代
わ
り
に
男
性

幹
事
が
演
奏
し
た
。
練
習

不
足
で
満
足
で
き
る
演

奏
に
は
な
ら
な
か
っ
た

が
、
参
加
者
に
は
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
た
と
思
う
。

そ
の
他
、
ス
ク
ラ
ッ
チ
く

じ
を
配
付
し
て
、
み
ん
な

で
削
り
な
が
ら
一
喜
一
憂

し
た
。
く
じ
引
き
抽
選
で

は
、
当
選
者
に
Ｔ
Ｇ
オ
リ

ジ
ナ
ル
ク
ッ
キ
ー
や
画
家

で
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の

古
山
拓
氏
の
カ
レ
ン
ダ
ー

が
当
た
り
、
喜
ん
で
い
た

だ
い
た
。
参
加
者
全
員
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
で

は
、
全
員
が
輪
に
な
り
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
回
し
、
音
楽

が
ス
ト
ッ
プ
し
た
と
こ
ろ

で
手
元
に
あ
る
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
持
ち
帰
っ
た
。

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
ま
ま
校
歌

を
合
唱
し
集
合
写
真
を

撮
影
し
て
、
閉
会
の
辞
で

再
会
を
誓
い
お
開
き
と

な
っ
た
。

〈
近
畿
支
部
事
務
局
〉

母
校
か
ら
は
森
山
博
同

窓
会
長
、
千
葉
昭
彦
副
学

長
、
校
友
課
長
を
お
迎
え

し
、
支
部
会
員
十
八
名
と

会
員
の
ご
子
息
（
五
歳
）

を
含
め
て
、
計
二
十
二
名

が
参
加
し
た
。

総
会
は
、
国
吉
毅
支
部

長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で

始
ま
っ
た
。
森
山
同
窓
会

会
長
か
ら
は
、
夏
に
東
北

学
院
高
等
学
校
の
硬
式

野
球
部
が
甲
子
園
初
出

場
し
た
時
の
、
近
畿
支
部

有
志
か
ら
の
寄
付
へ
の
お

礼
の
お
言
葉
が
あ
っ
た
。

千
葉
副
学
長
か
ら
は
、
東

北
学
院
中
学
校
・
高
等

全
て
の
行
事
（
東
北
学
院

を
訪
問
、
百
周
年
記
念
誌

の
発
刊
な
ど
）
を
終
了
す

同
窓
会

～
青
年
期
に
押
川
方
義
の
説
教
に
感
銘
～

印
度
独
立
主
唱
者

印
度
独
立
主
唱
者

　
　
　

　
　
　  

丹
野
清
翁
の
功
績

丹
野
清
翁
の
功
績

名
誉
教
授
　

名
誉
教
授
　
鶴
本
　
勝
夫

鶴
本
　
勝
夫

東

北

学

院

■神奈川支部総会
　11月12日（土）開催予定
■珊瑚会（高校35年卒）例会
　�第60回記念例会は行います。
　後日、皆さま方にご連絡致します。

会長　進藤　智夫

支部・TG会のご案内

寄 付 者 ご 芳 名
同窓会へのご厚志に対しまして心より感謝申し上同窓会へのご厚志に対しまして心より感謝申し上
げます。げます。
◆◆金7,000円　金7,000円　
　　亀山 　衛 殿　　木村 智紀 殿亀山 　衛 殿　　木村 智紀 殿

❖ TG十五日会のご案内
日時／4月15日（金）正午
会場／仙台ガーデンパレス
講師／原田 善教 氏（学校法人東北学院理事長）
演題／「学校法人東北学院理事長としての抱負」

日時／5月10日（火）正午
会場／ホテルメトロポリタン仙台
講師／日野　哲 氏

（昭40中、昭43高、昭47文英卒                      ） 学校法人東北学院理事、キリスト者TG会会長
演題／「記念映画『東北学院の40年』の解説と上映」（仮）

日時／6月17日（金）正午
会場／仙台ガーデンパレス
講師／仁昌寺 正一氏（本学名誉教授）
演題／「東北学院の偉人たち」（仮）

会費：1,500円（食事代）
※�出席を希望される方は校友課（022-264-6468）へご連絡
ください。
※ 4月から会場が変更になります。
※�お申し込みをされていない方の当日のご参加はご遠慮く
ださい。

近
　
畿
　
支
　
部

近
　
畿
　
支
　
部

東
北
学
院
同
窓
会
主
催

Ｔ
Ｇ
交
流
ゴ
ル
フ
大
会

第第77回回

訃　　　報
石川　 舜 殿石川　 舜 殿〔昭和27年新中卒〕〔昭和27年新中卒〕
2021年2月2021年2月3日、永眠された。　、永眠された。　
遺族：仙台市太白区桜木町１１－１５　　 石川　似子 様

美智子 様美智子 様
横山　 孝 殿 昭和49年榴高卒
                     代議員、元NTTグループTG会会長
2021年12月31日、、永眠された。
久米 正雄 殿 昭和46年経経卒
                    �元秋田県南支部副支部長、元大仙市

副市長、2021年春 瑞宝双光章受章
2022年1月30日、、永眠された。
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小
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た
女
性
会
員
も
い
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小
生
が
影
響
を
与
え
ら
れ
た
先
輩
女
性
会
員
も
い
た
」

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
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す
。

お
詫
び
と
訂
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お
詫
び
と
訂
正

秋の褒章・叙勲受章者追加報告 2021年11月

　この度秋の褒章・叙勲受章者が発表され、長年の
各分野における功績・功労に報いる栄誉に本学の
同窓生が輝いた。
❖瑞宝双光章
　渡辺　正志 氏（昭51経商卒）


